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40 KYUSHU University Carbon-Neutral Campus Facility Development Plan 

企画・編集
キャンパス計画及び施設管理委員会
カーボンニュートラルキャンパス実現に向けたプロジェクトチーム
省エネ検討部会 オフセット検討部会 研究推進部会 九州大学施設部

九州大学カーボンニュートラルキャンパス施設整備計画【概要版】

九州大学カーボンニュートラルキャンパス
施設整備計画【概要版】

～2040年脱炭素の実現に向けて～ 2025年3月　策定

九州大学施設部HPに
データを公表しています。
https://shisetsu.jimu.kyushu-u.ac.jp/index.html

作り付け戸棚
（箱崎キャンパス旧工学部応用化学建物）

木材を再利用して製作した机
（伊都キャンパス椎木講堂）

箱崎キャンパスからの歴史継承
九州大学総合博物館では、移転前に箱崎キャンパスで使用してい
た貴重な木製家具類をリペア(修繕)して再利用する取組を続けて
います。木材を破棄せず再利用する取組は、歴史ある教育研究
文化資源の保護のみならず、CO₂の固定化により地球温暖化の防
止に繋がります。写真は箱崎キャンパスの旧工学部応用化学建物
で使用していた作り付け戸棚を加工して、伊都キャンパスの椎木
講堂ロビーで机として再利用している例です。このように１００年
以上の大学の歴史が刻まれた木製什器をアンティークな木製家
具として再生し、本部受付や美術館のインテリアに用いるなど、大
学の歴史的価値を具現化し将来へとつなぐ取組も行っています。

石炭鉱業が発展していた中、設立された九州大学は、学術研究面
から我が国の近代化と経済発展を支えてきました。
これからもカーボンニュートラルの視点から貢献していきます。

再 生

‐2040年脱炭素の実現に向けて‐
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以上削減
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九州大学
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以上削減
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ゼロ

2040年度 2050年

政府宣言
温室効果ガス
排出量実質ゼロ

10年前倒し

課　題

九州大学の演習林

カーボンニュートラル
キャンパス宣言

カーボンニュートラルキャンパス宣言

世界的な燃料価格の上昇に起因し、
光熱費が高騰している。このため、
教育研究活動への支障や熱中症対策
を考慮したうえで、省エネルギー対
策を実施する必要がある。また、脱
炭素社会の実現に向けて、エネルギー
使用の合理化と非化石エネルギーへ
の転換を図る必要がある。

・対象地区：主要キャンパス
   (伊都、馬出、筑紫、大橋、別府、箱崎)

・対象エネルギー：電気、ガス、重油

大規模改修においては、
安全で快適な教育研究
の確保に加えて、建物
の脱炭素化を推進する

キャンパスの脱炭素化実現と以下の課題解決に向けて、６つの方策を実施する。

❷ 光熱費の高騰

❶ 施設の老朽化
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伊都キャンパスは、移転事業のため
10年以降に集中して改善が必要な時期となる。

: 伊都キャンパス
  面積合計 526,294㎡

築25年以上で
大規模改修が必要な施設は、
131,358㎡（13%)

経年別保有建物面積

移転事業で整備した伊都キャンパスは、10年後以降に改善が必要な施設が集中する。
また、伊都を除く主要キャンパスの老朽化も進んでいる。

2030年度までにCO2 排出量を2013年度比51％以上削減
2040年度までに2013年度比100％削減（カーボンニュートラルキャンパス）を実現

相互フィードバック 

経
年

本学のエネルギー使用量と光熱費の推移
光熱費（億円） エネルギー使用量（千GJ）

エネルギー使用量は減少

2021年度比で1.5～1.7倍
に光熱費が高騰

（年度）
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11万
ton/年 9万

ton/年
5.4 万
ton/年

2050年2040年度2030年度2023年度2013年度

10年前倒し

クリーンエネルギーの利用※
による削減見込み量

37,100t-CO2
本学の取組で削減する量

1～6により削減する方策1～6により削減する

目　標

本学の取組で削減する CO2 排出量本学の取組で削減する CO2 排出量

電力事業者の脱炭素化の取組に起因する本学の CO₂
排出量の削減を考慮すると、本学の取組により、 
2040年度までに年間37,100t-CO₂を削減する。

※クリーンエネルギーの利用：電力事業者のCO2排出係数低減

 CO₂ 削減見込み量　

2040年度・・・1,000 t-CO₂ /年

〇 学生参加による省エネルギー活動
〇 空調設備等の運用の見直し
〇 建物の設計ガイドラインの作成

CO₂  削減見込み量

2040年度・・・600 t-CO₂ /年

新築・改築や改修時に建物の一部の木質化について考
慮するとともに、本学の演習林の木材（間伐材）の活
用について、経済性及び演習林の教育研究活動を踏ま
えて検討する。

ペロブスカイト太陽電池
（軽量かつ柔軟）

（出典：資源エネルギー庁HP)

木材利用コンクール林野庁長官賞伊都ゲストハウス

主要キャンパス（伊都、馬出、筑紫、大橋、別府）における使用電力の合計

夏季 中間期

（kw）

（時間）
冬季 1月 1日

福岡演習林 宮崎演習林

省エネアプリ（開発中） 省エネアプリ（パンフレット）

CO₂ 吸収量見込み量

2040年度・・・26,000 t-CO₂ /年

○ インフラ長寿命化計画(個別施設計 
　 画)に基づき、照明器具のLED化や
　 空調設備の高効率化を図る。

○ 新築·改築及び全面改修による建物 
　 のZEB化(新築·改築はNearly ZEB、
　 全面改修はZEB Readyの水準を目
　 標とする。)

〇 2040年度までに容量約3ＭＷの創エネ設備
　 の導入を目指す。

〇 ペロブスカイト太陽電池等新技術の活用を
　 検討する。

北海道、福岡、宮崎の３か所にある農学部附属演習
林（約 7,100ha）を適切に維持管理することで CO₂
吸収源としていく。

ベース電力を分析し、無駄な電力エネルギーを削減する。

施設の省エネルギー化 創エネルギー設備の導入

木材利用の促進 森林による CO₂吸収

ベース電力の削減 運用面における省エネルギー対策
（行動変容）
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CO₂削減見込み量
2030年度・・6,000 t-CO₂ /年
2040年度・・9,500 t-CO₂ /年

吸収源としていく。

北海道演習林

６つの方策

 6つの方策を総合的に進めていくことで、カーボンニュートラルキャンパスを実現する。
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キャンパスを活用した実証実験 ・研究成果の社会実装を加速する実証実験キャンパス
・産学官連携による社会課題の解決の場
・キャンパスそのものが環境教育に資する脱炭素技術のショーケース

・研究成果の社会実装を加速する実証実験キャンパス
・産学官連携による社会課題の解決の場
・キャンパスそのものが環境教育に資する脱炭素技術のショーケース伊都キャンパスの水素ステーションにおいて、ゼロエミッション電源

を有効に活用して水素を製造するシステムを構築し、製造した水素
を燃料として水素燃料電池バスを運行しています。バスのデザイン
はエネルギーの未来を感じ、考える学びの機会を提供するデザイン
となっています。

❶ 水素キャンパス  （水素バスの運行）

水素ステーション

❶ 木材を利用した建物

❶ 木材を利用した建物
　農学部百周年記念交流スペース

至学研都市駅

木材利用による CO₂の固定化

伊都キャンパスのビニルハウスにおいて異分野技術の融合によりイノ
ベーションを創出。工学研究院、カーボンニュートラル・エネルギー国
際研究所(I²CNER)、エネルギー研究教育機構の最先端の CO2 回収・
貯蔵技術と、農学研究院のスマート農業技術・CO2 利用技術を組み合
わせることで、施設園芸農業に今までにない「スマートCO2 回収・利
用システム」の研究を実施しています。（夜間に暖房機から排出された
CO2 を回収・貯留し、昼間の農作物の光合成に活用）

伊都ゲストハウス

水素燃料電池バス
（芸術工学府と統合新領域学府の学生がデザイン）

ビニルハウスにおける実証実験
（異分野技術の融合）

水素ステーション
（技術者・研究者の育成）

創エネの普及に向けて

伊都キャンパスにおいて、調整池を活用した水上太陽光発電設備の設置や
軽量かつ柔軟性を持つ次世代型のペロブスカイト太陽電池について、建物
の壁面等への導入を検討しています。

地球環境調和型の自然エネルギーである風力を活用した発電設備を設置
し、環境教育の一環として活用しています。

環境負荷の抑制

高層建物（ウエスト 1 ～ 5 号館）は、
自然通風、自然採光、太陽光発電設備
の活用等環境に配慮しています。また、
カーボンニュートラル国際研究施設は
環境配慮へのメッセージ性を有する施
設で、カーボンニュートラル・エネルギー
国際研究所(I²CNER)や次世代燃料
電池産学連携センターにより脱炭素社
会に資する研究を行っています。

猛暑や発災時等の電力需給の逼迫が
予想されるタイミングにおいて、伊都
キャンパスに設置している常用自家
発電機を稼働させることによって、周
辺地域の電力の安定供給及び電力需
要の平準化に寄与（社会貢献）して
います。

カーボンニュートラル国際研究施設

大規模空間を有する中央図書館におい
ては、屋上緑化による断熱性の向上に
よって空調負荷を低減。緑地計画によ
る屋上の開放的な空間により建物その
ものが自然環境と一体となった整備と
なっています。

中央図書館 エネルギーセンター（常用自家発電機）

区間：九大伊都キャンパス～ JR 九大学研都市駅
便数：2～４往復 /日
定員：78 人

水上太陽光発電設備
イメージ

ペロブスカイト太陽電池
（導入検討）

（出典：資源エネルギー庁HP)

風力発電設備

❶ 環境に配慮した建物

❸ 地域の電力需要の平準化
　　（ディマンドリスポンス）

❶ 太陽光発電設備
（導入検討）

（導入検討）

（皎皎舎・亭亭舎）

（中央図書館）

（伊都ゲストハウス）
（日本ジョナサン・KS・チョイ文化館）

（ｶｰﾎﾞﾝﾆｭｰﾄﾗﾙ国際研究施設）
❶ 環境に配慮した建物

❷ 屋上緑化による断熱性の向上

❷ 風力発電設備

❷ 風力発電設備

❶ 木材利用した建物

❶ 太陽光発電設備

❷ スマート CO
２
回収・利用システム

脱炭素社会に向けた共創拠点となるキャンパス

❶ 環境に配慮した建物

（ウエスト１～５号館）

（イースト１・2号館）

❶ 水素キャンパス（水素バスの運行）

❷ スマート CO2 回収・利用システム

❶ 木材を利用した建物 ❶ 環境に配慮した建物 ❸ 地域の電力需要の平準化
(ディマンドリスポンス)

❷ 屋上緑化による断熱性
の向上

❶ 太陽光発電設備

❷ 風力発電設備

伊都キャンパス

建築物の木材の利用は､快適で健康的な室内環境等の形成のみならず、CO₂
排出の抑制と固定化に寄与します。本学においては木材を活用した施設の整
備を推進しています。
福岡県産材を利用し自然環境に調和した外観と国内外の研究者を迎えるに相
応しい和の雰囲気が感じられる伊都ゲストハウスを建築しました。
また、2025年3月に、農学部附属演習林の木材を使用した、農学部百周年
記念交流スペースが完成しました。

暖房排気 CO₂の回収・貯留装置
（工学研究院の技術）

農学部百周年記念交流スペース

3 4



1～6により削減する

ZEB Ready
(67%削減 )

箱崎キャンパス跡地箱崎サテライト

水素供給パイプライン

水素ステーション

例） 水素モビリティ

〇 その他、様々なシーンにおける
　 水素の利活用を検討

小型トラック

本学の取組で削減する CO2 排出量

伊都キャンパスにおける水素技術の研究成果を、箱崎キャンパス跡
地に社会実装する予定です。国や自治体の協議に本学も参画し､自
治体や民間事業者による水素インフラの整備を推進しています｡日
本最大規模の水素供給パイプライン等の整備や､水素モビリティの
走行が計画されています｡

水素技術の社会実装

吸収式冷凍機（都市ガス・重油を使用）

(大橋)多次元デザイン実験棟改修
2023年度 完成

(筑紫)総合理工学府研究院本館改修
2024年度 完成

( 大橋 ) 多次元デザイン実験棟 BELS 評価書

ターボ式冷凍機（電気を使用）

社会実装

今後も改修工事などによる建物の
ZEB化を進めていく

病院施設はエネルギーの使用量が多いため、高効率機器への更新を
進めています。具体的には空調用の冷水を製造する冷凍機を吸収式
冷凍機（都市ガス利用）から高効率のターボ式冷凍機（電気使用）
に更新することで、省エネルギー化と脱炭素化を推進しています。

施設の老朽改善工事においては、快適で安全な教育研究環境の確保
に加え、建物の脱炭素化を推進しています。2023年度にZEB Ready
水準の設計による多次元デザイン実験棟の大規模改修工事が完成し
ました。また、2024年度にZEB Ready水準の設計による総合理工学
府研究院本館の改修工事も完成しました。

熱源設備の電化

環境負荷の抑制

施設のZEB化の推進

環境負荷の抑制
大橋キャンパス

筑紫キャンパス

馬出キャンパス

箱崎サテライト

病院施設

総合理工学府研究院本館

多次元デザイン実験棟

5

北海道演習林
3,713ha

宮崎演習林
2,916ha

福岡演習林
464ha

九州大学の演習林九州大学の演習林

事例：水素エネルギー普及に貢献する取組
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本学は、北海道､福岡､宮崎の3か所に国立大学法人で3番目に広い約7,100haの演習林を保有しています。各演習林で
森林管理計画書を作成し、適切に森林を維持管理していることからCO₂吸収源となります。 森林によるCO₂吸収量の国際
的な算出ルール(GHGプロトコル)は定まっていませんが、林野庁の計算式により算出すると年間約26,000tonのCO₂吸
収に貢献することとなります。

農学部附属演習林

森林によるCO₂吸収量
※ 林野庁「森林による二酸化炭素吸収量の算定方法について」
　 （令和 3 年 12月 27日制定）の計算式により本学が算出

種別
人工林
天然林
その他
計

面積（ha）
2,020
4,950
120
7,090

CO2 吸収量（ton/ 年）
12,000
14,000
0

26,000

脱炭素社会の実現に貢献

1. 教育研究を支えるキャンパスの整備
2.快適で安全な教育研究環境の確保に加えキャンパスの脱炭素化を推進 

キャンパス計画及び施設管理委員会のミッション 

相互フィードバック 相互フィードバック 

1. 社会課題の解決とプロセスデザインの提示　2. 脱炭素化に資する技術開発 

未来社会デザイン統括本部・エネルギー研究教育機構のミッション 

研究技術をキャンパスに還元実証実験の場を提供

教育研究を支えるキャンパスを整備しキャンパス
の脱炭素化を推進する「キャンパス計画及び施設
管理委員会」、脱炭素をテーマとした社会的課題
の解決やそのプロセスデザインを提示する「未来
社会デザイン統括本部」、多様なエネルギー分野
における200人を超える研究者が集結し総合知に
よるイノベーションの創出と社会課題の解決に取
り組む「エネルギー研究教育機構」が連携し、All
九州大学で「脱炭素社会の実現」に貢献します。
　　

〇 伊都キャンパスに世界最先端の研究開発・センターが集結
・水素エネルギー国際センター ⇒ 水素、燃料電池のインキュベーター
・水素材料先端科学研究センター ⇒ 水素に触れる材料に関する集中研
・次世代燃料電池産学連携研究センター ⇒ 企業が入居する本格的な産学連携集中研
・カーボンニュートラル・エネルギー国際研究所 ⇒  カーボンニュートラルの世界トップ
レベル研究所

〇 産学官連携
・グリーンアジア国際戦略総合特区に認定
・福岡県水素グリーン成長戦略会議に参画し、自治体や企業と共同で水素に係わる
人材育成・社会実装・普及啓発活動を実施
〇 地域社会への実装
・大型水素燃料電池バス運行の実証実験（伊都キャンパスとJR九大学研都市駅間）
※九州電力株式会社（共同）、昭和自動車株式会社（協力）
・箱崎キャンパス跡地への水素インフラ整備計画に参画

〇 エネルギー関連法の成立に貢献
・ 水素などを非化石エネルギーに位置付けた改正省エネ法や水素社会推進法に係る
国会での審査の中で、本学教員が参考人招致され、エネルギーに関する国内外の
情勢と本学での研究を踏まえた知見を述べるなど、関連法制の整備に貢献

衆議院・経済産業委員会 参考人（2024年3月29日）
（出典：衆議院インターネット審議中継）

水素燃料電池バスの運行開始式
（九大総長、福岡県知事、民間企業代表者）
（出典：福岡県HP）

各組織が連携した脱炭素化の推進

総合知で社会変革を牽引する大学
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